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はじめに

家庭科の学習内容は、子どもたちが生活の中で何気なく過ごしている事象が多い。子ど

もたちがその中から課題を見つけ、それを自力で解決し、よりよい家庭生活をつくってい

こうとする力を身につけることこそ家庭科教育の目標である。そして、このような力が培

われるところに、生活を創意工夫しようとする能力や態度が育つと考える。

したがって、この能力や態度を身につけるためには、衣・食・住などに関する実践的・

体験的な活動の中で、今の生活を見つめた上で、未来の自分の生活のイメージを描いてい

く力を大切にしたいと考える。そこでは、子どもたちの心の中に、自らが営んでいくこれ

からの生活や夢や願いを広がらせ、それらの 「思いーが、新たに自分らしい生活をつく出

していくエネルギーとなることにつながらせたい。

本研究は、家庭生活への興味•関心が高まり、生活が見えてくる楽しさを感じることが

出来、自分の生活をつり出すことが出来る子どもを育てることを目的に、 一人一人の生活

実践への見通しを持ち、個々の創意工夫が生かせる活動として、献立作成と調理実習の授

業を行った。その授業の過程で、子どもたちがこれまでの生活経験と学習によって、身に

つけた知識や技能を駆使して生活事象にかかわり、自分のよさを発揮して、新たな自分ら

しい生活をつくり出していこうとしている姿を報告する。

1. 子どもたちにつけさせたい力

今日の子どもたちの家庭生活の状況を見ると、あらゆる面での生活経験の不足が上げら
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れる。このことから、教師たちは将来、自立して生活していく上での知識や技能を、是非

身につけさせたいという願いを家庭科の授業の中で行ってきた。確かに、家庭科の授業は、

家庭生活を主な学習対象として、実践的・体験的活動を重視し、調理実習や製作などを通

して知識や技能を高めてきた。しかし、そこでの子どもたちの喜びは、作業や活動それ自

体の楽しさであったのではないだろうか。はたして、学習内容や課題は、本当に達成でき

たのであろうかという反省をせざるをえない。

家庭生活への 「思い」を広げ、自分の生活をつくり出すことが出来る子どもを育てるた

めには、子どもたちが自分の目標を決め、それに向かって取り組んだり、自分なりのよさ

を生かし、子どもの考えによって学習活動が連続的に展開していくような授業にしていく

必要があると考える。 （図 1)
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そのような授業の中で、以下の 2点を子どもたちにつけさせたい力として上げたい。

①家庭生活で、 「当然視」している事象の中に問題を見い出すことが出来るカ

当然視している事象とは、日々の生活の中で繰り返されていることである。例えば、食

事をとるとか、服を着るといったことで、毎日とりたてて変化のないごくごく当たり前の

ことである。それらは与えられるだけの生活の中では、特に意識されないことである。し

かし、何らかの問題意識を持って家庭生活を見つめ直した時、それまで気がつかなかった

問題が見えてくるであろう。

例えば、毎日の食事に目を向けてみよう。一日にいくつの食品を食べているのかを調べ

る活動をした時、 一日に食ぺている総食品数のうち、朝食の食品数がわずかだったとした

ら、そのことから食事の摂り方を考え直す学習が始まるであろう。あるいは、友達と服を

取り替えて着る活動を取り入れたとしよう。今まで着たこともない色や柄の服を身につけ

てみると、自分とは異なる視点で服を選んだり、着方を工夫する学習が展開されるではな

しヽ だろうか。

このように、子どもが自分の周囲の事に対して、豊かな感受性を持って驚いたり、好奇

心を持ったりするような活動は、家庭生活の問題を見つけることになる。この活動によっ

てもたらされた興味•関心が自分らしい新たな生活をつくり出そうとする力、すなわち、

「創造力」につながる時、そこには新しい発見があるはずである。

②家庭生活の問題を自分なりに解決し、新しい生活をつくり出すことが出来るカ

家庭生活の問題の解決に向けて、 一人一人の思考や行動を自らの判断で決定し、振り返

る体験をとりいれ、生活実践への自身を持たせる活動が大切となる。

例えば、食事の支度をそっくりまかされたとすると、食品選びから調理まで家族のこと

を考えながら（健康状態、年齢、栄養、嗜好など）、まるごと 「食事を作る」ということ

が実感をともなって体得され、意味深いものになるのではないだろうか。そして、その体

験は同時に、実践化に向けての自信となり、 一人一人がこれから築いていく家庭生活の土

台となるはずである。

2.授業設計と実践

この実践は、平成6年6月10日（金）、杉岡教諭の指導による山口大学付属光小学校 6

年2組（男子18名、女子18名、計39名）の家庭科授業である。

(1) 「献立作成と調理」の題材設定の理由

家庭生活の一部だけを取り出して 「作る」 ・「着る」だけにとどめず、家庭生活の事象

を生活者の立場からトータルで考え、活動するという体験こそが必要である。

小学校家庭科では、 「人間が生きていくために必要な基本的なこと」に関わる実践的諸

能力を育てる目的があるが、 「食べることに関わる基本的なこと」とは何であろうか。

それは、自分の心身の健康を維持・増進させるための実践力を身につけることである。

具体的には、どのような食ぺ物を、どのようにして食ぺればよいか。また、どうやって

食ぺればよいかに関わる食品、栄養、献立、調理の科学的認識力や技術を身につけること

である。一方、健康とは身体の健康、すなわち、生理的側面だけでなく、豊かな人間関係

のもとに共に食ぺることにより、食欲も増し、更に、食卓を作っている食文化の認識と伝
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承、そして創造へと発展していくという精神的、社会的側面を忘れてはならない。

つまり、健康な食生活とは生理的、精神的、社会的側面をもって維持・増進できるので

ある。

したがって、 生理的側面での基本となる食品、栄養、献立、調理の基礎的知識と技術を

理解させ、実践できる能力を身につけさせ、更に、会食の学習を通して人間関係の大切さ

を理解させ、家族への思いを広げ、食生活の楽しさをわからせることが必要である。そし

て、健康な食生活は、様々な要素が関係して生み出されるものであることを理解させた上

で、これからの健康な自分の生活をつくり出していける子どもを育てていくことが重要と

考える。また、 生活を見る目を育てるためには、物の選び方や買い方において、計画性を

持たせなければならない。

小学生という発達段階を踏まえると、 「買い物」という子どもが最も身近に感じている

体験を通して、 ー食分に必要な金額を考えながら献立作成が出来るようにさせたい。

以上のことから、 「食物」領域と 「家族の生活と住居」領域の組み合わせによる授業と

して、 「献立作成と調理」の授業に取り組んだ。授業計画は表 lに示すとおりである。

2領域を組み合わせて教材化することによって、 ー食分の食事にどんな食品が、どれだ

け必要なのかを選択し、 計画を立てて購入し、調理することになる。つまり、献立が 「分

かる」、調理が 「出来る」というだけでなく、丸ごと食事を作ることによって日常生活で

実践する見通しを持つことが出来ると考える。また、このような体験的な活動は、友達や

地域の人々との関わりの中で、 一人一人のよさや工夫が生かされるものと思われる。

表l．題材の授業計画

1.献立作り 3時間（導入）

食事調ぺ…… 1時間

ミネラル弁当の献立…… 2時間

2. ミネラル弁当作り 4時間（展開）

材料の購入…… 2時間

調理実習…••2 時間

3. レシピ作り 2時間（まとめ）

自分の弁当作りを振り返って… • •• 1時間

弁当作りの工夫とボイント…… 1時間

(2)題材目標

時間配当 (9時間）

1. 日常の一食分の献立を考え、協力して買い物が出来、実習が出来るようにする。

2.品質がよく、安全で目的にあった食品を選び、その調理法を工夫できるようにする。

3. 日常の食事は、食品の栄養的な組み合わせを考えて献立を作り、計画的に用意する

ことが望ましいことを理解出来るようにする。
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(3)本時学習指導内容

食品の栄養素の中の 「ミネラル」と 「弁当」という具体的な枠組みを与えて、食品の選

択や買い物のエ夫を引き出し、調理に取り組んだ。

l)児童観

子どもたちはこれまでに、ごはんとみそ汁など二種類以上の調理を組み合わせて実習し、

栄養を考えた日常食の取り方や材料の組み合わせ方、調理の仕方などの学習をしてきた。

したがって、日常よく使用される食品を用いた簡単な調理が出来るようにもなり、家庭

への実践にも意欲的に取り組むようになった。しかし、月 2回の弁当作りに関しては、家

族に全部作ってもらっており、自分でつくることはない。そういう中で子どもたちは、成

長期にあるわが子に栄養のバランスがよく、見た目にも食欲をそそる弁当を作る家族の思

いに気付いている。

一方、ミネラルに関しては、ほとんどの児童が給食では必ず摂取しているが、家庭での

摂り方にばらつきが見られる。

このような状況から、栄養のバランスを考えながら一食分の献立を作ることが出来、ま

た、その材料の値段を考えながら計画的な買い物が出来、調理に取り組ませることによっ

て、家庭生活への 「思い」を広げ、自分の生活を作り出すことが出来るようにしたい。

2)教材観

ミネラル（無機質）は、歯や骨、筋肉や皮膚、臓器、血液などの構成要素であり、同時

に身体の生理機能の調節の役割も担っている。主なものとして、カルシュウム、リン、鉄、

ナトリュウム、カリウムなどがある。中でもカルシュウムは体内に最も多く存在するミネ

ラルであり、成長期の真っ直中にある子どもたちにとっては、特に、大切な栄養素である。

弁当作りは、弁当箱という一つの容器の中に、栄養のバランス・見た目の美しさ・食品

の保存・味の保持など、食事作りの要素を総合的に考え合わせていくことが必要となる。

また、一人一人が自分の箱に、自分の思いを込めて一食分の食事を作り上げていくこと

になる。たとえ、材料が同じであったとしても、盛り付けの変化で個々の工夫が現れるも

のと思われる。

3)指導観および指導過程

題材の学習内容および指導上の留意点は、表2に示す通りであるが、特に、学習過程の

折々で自分と人（友達、先生、地域の人たち、家族など）との関わりが深まる場を組み込

みながら、最終的には、食事調ぺ学習カード、実習に向けてのグループでの計画、地域に

出かけての買い物、子ども同志の試食および家庭に持ち帰っての試食、家庭実践を考えて

のレシピ作りを通して、子供たちが人との関わりを意識し、学ぶ意欲を持ち続けながら、

主体的に取り組むことが出来るようにしたい。特に、本時学習の指導観は、前時に行った

ミネラル弁当の献立作成を思い起こさせ、ミネラルを含んだ弁当を調理する過程で、弁当

にふさわしい食品の選び方や栄養のバランス、彩り、香り、保存，ー食分のポリュウム等

を考えながら、調理方法を大切にしたい
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表 2．題材の学習内容および指導上の留意点

過程 学習活動 ・内容 指導上の留意点

献立作り・・3時間

一筋雑生活kついて屈りiり、鼠立を立てよう一

l．食事員ぺをして気付いたこと1：ついて店し合おう(l峙閉） 20同6餅0)食慕ぺをして見よう

・欠食はしていないかな • 食品尻分表より栄養素趾食品例屈分妬えるようにす

•栄養Ol＼ 令 うソスはとれているかな る。

• -B l湯要な食品磯はとれているかな 噌事がから各月叫問題点を乱、各艇）翡とミネう

•叫( 1坪6牡）［都姪な栄養濾れているかな。 ルを含んだ食品を摂り人れることを蘭財る。

導 入

2.ミネうル弁当0位を考えよう(2贖） 筋傭立をイメーヅして見よう

• ミネうルを含んt食品を摂り入れ、栄養Q)I\令うンスを考えて、 • ミネうルを含んだ鈷名を愧らせる

材翫灌み合栂を考えよう。 • ミネうル傭きについて例らせる

• 屠り付9ft：峙、彩り 、昏り 、科靭課がうま 〈い〈よう にしよう。 •員器（りでる、炒屈 、秘、楊ifる）を何らせる。

哨分研みが十分に入っtこ弁当坪れるようにしよう。 ・即錦来拉咄ら、月分研当雑とネーミンク令

•喰分0鼎として、迅当な鯖叫位にしよう。 I：よって現して見よう。

• どんな難盤があるかな

•印嘲〇請、雑雅、培0よし渇翻を考えよう 。

ミネラル弁当作り 4時間

ーミネうル弁当猜ろう一

l.材勘9A(2贖） どこで、ど鳴な肌噌をはらいいか考えて見よう

・難i：ある傷を~l屑 はり 、創勅お店に曲かけて行って予算内で0) ・ゲルー7゚尉鳴散駐上手に行＼類9人で

＇漕をしよう。 9い買い物が批来るように指示する。

2.員理度習(2闘）

「 Ii ( ~） ・ ht；切ミネうル栢 」卵り方を勤り、度晋する。 自分0員理をイメー:;・して見よう

・祁や眺（経0牒、詣醜、弁当箱、即メモなど） • 翡毘カードで即毘手員を星かり、自勅Bきを息い指

・即メモや即項を籠iする。（屈、訊、味肘、昼り付け等） 蒻ようKする。

・雑を果tこしながら、員毘にとりかかる。 ・則牡が直なっていないかを質飢、財言する。

展 開

紛研当と雌研抑できIiえをくらぺる。 姐研当〇良さは、どんなところだろう。

• どんな駅ミネうルをとり、どう難し奴）だろうか。 • 良いとこりを見つける視点を乱合槌、作り方とでぎ

（ミネうルを含んだ食品〇摂り人れ方） 版を難づ1}、筋0)鯰点と嗅点を見つけられ

• いらんな食品を使 っている。 るようKする。

（科理〇翡と息み合わせ） ・雌哄当を顧はり、試食はりして、気付きを持

• 見t叶］ も きれいだし、栄養/J)I\, ぅンスもとれている。 姓やす〈する。

（栄養の/¥.ぅンス、彩り、呑り）

• 思っ t」よりもおかず祁少ないかな。こんな I~食ぺられそうもないなあ。

（針紺口）lーム）
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まとめ

4) 目標

•同じ材料でも、日理法i；ょ って食ぺやす 〈もなるし．

載しそうに栽えるし、位分とちがうなあ。

（顧毘膝）

•こんなに早く乱釆ちっや っ tこ。材科も安〈あがったし……

（科浬0積、材翫唯段）

ミネラル弁当作りを振り返り、レシピにまとめる

ーミネうル弁当作りを娠り返って一

2時間

I.家甚i：作るとき0)弁当作り0)中゚イソト1：ついて話し合う。(I峙月）

•家靭咄や億麒恩を考える。

（嘘、団、生斑、報tiどよる雌法や目脱）

・牒0)蘭み替えによって、屋や翡や飩を考える。

（家にある材勘頑、賠性）

•家恨が喜んで食ぺてく れるも0)を作ろう。

2.弁当作りのI夫とポ ィントをレシt゚にまとりる。(l絆関）

・即、買遭、輝、試釘りそれぞれ0翡で球はところを

砂t゚にまと杭。まtこ、うまくい吠点や反省する点も砂

t゚i：まとめる。

践k秘駒I夫は付か。

• 象恨一人一人猜定し、祖をつかまえ、 I知点を引

き曲せるようにする。

•試食を農え、践から積をもらうようにする。

弁当作りqJI夫とがイントは付か

•これからの姓邸社せるようにする。

①栄養のバランスを考え、弁当にふさわしいミネラルの含んだ食品の摂り入れ方や調理

方法を理解せる。

②栄養のバランス、彩り、香り、保存、ー食分のポリュウムを考え、弁当箱の盛り付け

を工夫させる。

③調理時間や一食分としての材料の値段は、適当であったかどうかを考えさせる。

④友達の弁当の観察や試食により、弁当作りの工夫やポイント、そして家族に作る時の

工夫やボイントを考えさせる。

5)評価

①栄養のバランスを考え、弁当にふさわしいミネラルの含んだ食品の摂り入れ方や調理

方法を理解出来たか。

②栄養のバランス、彩り、香り、保存、 一食分のボリュウムを考え、弁当箱の盛り付け

が出来たか。

③弁当づくりとしての調理時間や一食分としての材料の値段は、適当であったか。

④友達の弁当の観察や試食により、弁当作りのエ夫やボイント、そして家族に作る時の

工夫やポイントがわかったか。

3. 考察
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9時間にわたる 「献立作成と調理実習」の授業の最後に、子どもたちはレシピ作りには

げんだ。献立作成→買い物→調理実習→試食という一連の学習過程の中で、子どもたちは、

本当に学習目標に到達出来たのだろうか。レシピにまとめられた生徒たちの記述を中心に、

若干の考察を加えたい。 （途中の授業で欠席した子どもがいたため、レシピを提出した子

どもは、最終的には30名であった。）

なお、考察にあたって、献立作成については、栄養のバランスを考え、ミネラルを含む

食品を摂り入れた献立が出来たかどうか。買い物については、計画性をもって買い物が出

来たかどうか。また、調理については、弁当にふさわしい調理が出来たか。盛り付けはう

まく出来たか。讃理に要した時間はどうだったか。そして、試食後、弁当作りの工夫やボ

イントがわかったかどうかを中心に行った。

献立作成については、ミネラルを多く含んだ食品として多くの児童が選んだものは、チ

ーズ、ハム、ウィンナー、小魚 （しらす干し）、竹輪、ヨーグルト、梅干し、のりであっ

た。メニューとして代表的なものは、チーズやウィンナーをハムで巻く （ハム巻きチーズ、

ハム巻きウィンナー）やチーズやきゅうりを竹輪の中に入れる （チーズ入り竹輪、きゅう

り入り竹輪）、竹輪の甘辛煮、ホウレン草人り卵巻き、などが多かった。そして、梅干し

とのりを使って、主食のごはんをおにぎりにしている児童や、ごはんが腐らないように、

梅干しをまぶした梅干しごはんや、しらす干しをふりかけのように、ごはんの上にたっぷ

りとのせている児童など、様々な工夫を凝らしたメニューが見られた。

栄養のバランスについては、ミネラルの他にチーズ、ウィンナー、ハムより蛋白質、脂肪

を摂り、キャベッ、きゅうり、トマト、ホウレン草の野菜類によってビタミン類を補い、

また、りんご、みかん、キュウイの果物によってビタミン Cを摂り人れようとし、各栄養

素のバランスを考えた食品を選び、それぞれに工夫していた。

これらの活動は、グループの友達と出来上がりをイメージしながら、活発な話し合いの

もとに展開していった。それは、次の買い物、 実習という活動を見通して、 一人ひとりの

既習の学習内容や生活経験を総動員しなければならなかったからだろう 。

買い物については、 ・安いお店で見つけて予算どおりの買い物が出来た。さらに、お金

があまったので、果物を一品多く買うことが出来た (13名） • 安い店があったのに謁ぺな

くて、結局、高い店で買ってしまったため、 予算オーバー (3名） • 安くて、新鮮でおい

しそうな物が置いてあるお店がなくて、結局、高い店で買ってしまったため、予算オーバ

- （6名） ・日によって値段が違ったり、屈によって値段が違ったりするので安い日を選

んで買った (3名） •新鮮で、おいしくて安い店を広告でさがした ( 2 名 ） ・いつもお母

さんが一緒なので、いざ、自分でしてみると、迷うことばかりだった (1名） ・バラ売り

の方が安いので、バラ売りの店をさかした (2名）

計画を立てて予算どおりに買い物が出来た子ども、新鮮で、おいしくて安いお店を何と

か探して買い物をした子ども、お店を調ぺなくて予算オーバーした子どもなど、計画性を

もって買い物をすることの難しさを今回の授業で、十分経験したといえる。

一方、古くからの小売店が残る地域ということから、お店の人との交流の中での買い物

の知恵や、グループ同士の情報交換や共同購入を行うことによって、賢い買い物をする経

験をしたと思われる。

なお、表3は献立作成と買い物を終えての学びと感想である。

調理については、 6月という梅雨時期のため腐らないように、ウインナー、ハム、竹輪
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などは必ず火を通して調理していた。そして、赤、黄、緑などの彩りを考えながら、ネー

ミングにふさわしい弁当の盛り付けを行ったが、なかなかうまくいかなったと思う 子ども、

量が多すぎて蓋がしまらなくなったと言う子ども、プロ ッコリーの緑をきれいに出すため

の塩を入れ忘れたと言う子ども、キャベッ、トマト、きゅうりは添えにするため、格好よ

く切りたいと思ったが、うまくいかなかったと言う子ども、初めてにしては、案外うまく

いったと言う子ども、また、時間がおもったより長くかかったと言う子ども等々、多くの

子どもたちは、いざ作ってみると、献立どおりにうまくことが進んでいかないことに驚き

を現していた。

このように、子どもたちは実践を通して、弁当にふさわしい調理や盛り付け、適当な調

理時間ということを学んでいったのである。（難度習潤軒：耳真I.2. 3. 4. 5、6)

―戸←

写真 l．家庭科学習の課題 写真 2.買い物のためのマーケ ット

写真 3．盛り付けの工夫 写真 4．盛り付け終了後の気付きまとめ
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写真 5. 家庭実践に向けてのレシピ作り 写真 6. 後片づけ

表3. 「献立作成と買い物を終えて」の学びと感想

班 ぼくの ・わたしのミネラル弁当 献立作成、買い物を終えて

・大きな店I抱直品傷が旨ってはいるが、値段峰い．I~さ い店1註Hiは少な
いけれど、安い。

・なんとかお合をうまく使って予定どおり0買い傷が批来t。
・レクスやキャヘ今ツは一枚では買えないことがbかっtと。

1のA “スーパーパワー＂全開弁当 ・員り付いもcIi計）ないようにしtこ。
・安くして〈れtJり、/¥.うで菟'.)て＜れt店があ'.)↑；゚
・古いも0と屠しいものを見分1}て買っt。
・阻が少ないと郎言bれてトマトとレクスを訊足しtこ。
・蒲を9消、8付を見て＇炊 。
• ハムはりィンナーを巻いりで、 0ース／＼ム 1：しtこ。

．伽班と臥で貫漕をしtこ。
1のB ミネラルたっぷり腹一杯弁当 ・敗をよ〈しておいしそうする。

・すぐ買わずに、もhと店を月って安い店で買っt:。

. ＆伺考えていtこのでは、ミネうルとt令クミンが足りない0で、いりこと玉産を
人枇。

・買凶りIi安い方が良いので、2厩合bせて買'.)t。
・栄養Q°)I＼令うンスを考えると、とても9しい

2のA ミネラルガオー！ ！ •お屈さんが大変tもということがbかっ t; 。
弁当だよ～ん ・湘Iiどこでも刷ではない。

・危り、おいしそうな形、栄養のI¥..うンス、つり方（層かいもの、冷tこいもQ))
を考えt;。

・ぶどうなど贔いも0を買ってしまっtこが、広告を見てチース今など安いものも買
吠。

2のB ミネラル頭のよくなる弁当 •お店の人がとても員珈： して 〈 ht; 。
・栄養を考えて作るお母さんはすごいと思っtこ。
• もh の店を国って 、 安いものを買 っ t；が、大変tお t; 。
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•お父さんやお屈さんに夕to負立を作ってみtこいと思っ t; 。
3のA とっても、と一ってもとく弁当 ・卵Ill＼ゃう売り0も0を買っt：方がよい。

• 3つIJ)店1J)内、一暑安い店で貫吠。

・駐終tiので、特に胆、翡を多〈しt;。
・スー／＼ ー゚よりも古い店〇方が安いと思っtこ0で、そこで買っt;。

3のB できたら、豪華弁当 •おいし 〈 きれいに作り tこい。
・栄養を考えて作る0は、本当I：大変tと。
• vシ今まで行って、お金が足りなかっのでi品しt:。
•お米は、お金が足りな く なると屈る0)で、良いものKii しなかっ t: 。

•お仕さん07 ドイスを受けて、季鰤として贔いも0を買わないようにしtこ。
・予算を決めての買凶りは大変tらt;。

4のA ミネラル 6食弁当： •お討さん欲変さがbかっ t; 。
白黒赤緑黄茶 ・雑I：ふさbしい屎立を考えないといけないと長t:。

・買い材をする峙は、広告も見ないといけないと思っt。

・勧やすいも釧請て入れないと肋ら息加t;．
・館を財tこtJI:。力う7ルな弁当1:しtこ。
• 8扇、訊憎をしていなW)で、巫瑞的な鉗社{bからない。

i 4のB 3色超カラフル弁当 • 月じ祁でも、季麒よって値段蜆う。
・貢う峙は、『沫月間を見て買わないといけない。
・彩り、柩、勧も0と叫のも0、炭養の/I今うンス、お店1:J；，，て植段護うこ；
となどを母から教かt;。 ： 

i 

. iii.を立てて見ると、あまりミネうMAっていないことに気がついt;。
5のA ミネラルいろいろ弁当 ・予算を決りていt』)で、予算どおり0買い何か批来t;。

• いままて年校で習吠ことを取り入れて、 本暑で1註擾り tこい。

・鶏I~お店寸〈と、予算創雌渭婢来ないことが多かっ t;.
・灼りi品はも0)が多か北。

5のB ミネラルてんこもり弁当 • -B お母さん叫横をして秦しかっ t~が、大な面も尻わt~。
・ミネう籾多冴当になったが、おかずが足りないともt;。
• 9漕を侭かてから計すると、予算かl＼令ーになっtこいt;。

・諒閻、唸目膝、舵即）A'.)ていないも0を貫う。
| 

•一見、罪そう 1項えるが、鶏やって見ると1しか北。
6のA ザ・カルシウム弁当 •あまり知らない店で買う U':Jlillttこ方が良いと思っt。 I 

・予算オー／＼令ーし失しt浙、これも諒t北と長t&。 ， 

• I＼゚セリを人れると弁当IJ)み1｛が良くなると思い、買，，た。
6のB バワーアップ弁当 ・スー／＼ ー゚よりl＼百屋研綬いが、スー／＼ ー゚は、傷が旨ってい砂で9い

付かっt;。
・予算を考えて買っt辺）で、計吾通り1：ぃ，，t。
・なるぺ〈絆で、且もあるもrJ)を＇炊。 I 

最後に、児童たちは、食品の栄養素の中の 「ミネラル」と 「弁当」という具体的な枠組

みの中で、自分の思いを込めた弁当作りを終えて、弁当作りの工夫やポイントについての

何を学ぶことが出来たのであろうか。

最大の学びは、弁当箱という一定の枠の中で、 「ミネラル＿と他の栄養素のバランスを
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考えた食品の選び方、色や形等、見た目に美しく、おいしそうな味を出す調理方法、そし

て同時に、盛り付けの仕方を学んだと言える。具体的には、無機質の他の栄養素である炭

水化物、蛋白質、脂肪、ビタミンを含む食品の選択、 6月という梅雨時期や弁当箱による

長時間の保存を考え、生ものは避け、加熱する調理方法、 美しい色を出す調理方法、そし

て、弁当箱に詰める時の色、形を考えた盛り付けの方法などである。

そして、この学びを基本に、家族の好みや健康を考え、どのような材料を組み合わせた

らよいか等、材料の組み替えによって、家族が喜んで食ぺてくれるものを作りたいという

希望を現していた。

おわりに

子どもたちのかかえている食生活の問題を 「ミネラル」に視点をあて、 一人ひとりが家

庭生活への思いを大切にしながら、自分の生活を作り出すことが出来る子どもの育成を目

的に、授業を構成してきた。

それは一食分の食事としての 「ミネラル弁当」の献立作りに始まり、買い物、調理実習、

レシピ作りによって、まるごと食事を作る体験をさせたことである。そして、それぞれの

授業の場では、子ども同志の意見あり、協力あり、工夫あり、反省あり等による活発な活

動によって、一人ひとりのよさや工夫が生かされた授業が進んでいった。

しかし、教師側としては、 ①「 ミネラル」に関する食品の選択だけでなく、実際の調理

法に関するアドバイスがもっと必要だったこと。②出来た弁当に対する見直しを、もう少

し 「ミネラル」に絞ってみるぺきだった。等が反省として上げられる。

これらの点を今後の授業に生かし、より充実した食生活を築いていける子どもたちの育

成に力をかけたい。
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